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ネームスペースとジャンクションポイント

ネームスペースとジャンクションポイントの概要

nas_namespace _ は、 _junction points_to によって結合されたボリュームを論理的にグ
ループ化して、単一のファイルシステム階層を作成します。十分な権限を持つクライア
ントは、ストレージ内のファイルの場所を指定せずにネームスペース内のファイルにア
クセスできます。ジャンクションされたボリュームはクラスタ内の任意の場所に配置で
きます。

NAS クライアントは、目的のファイルを含むすべてのボリュームをマウントするのではなく、 nfs_export_を
マウントするか、 SMB_share にアクセスします。 _ エクスポートまたは共有は、ネームスペース全体または
ネームスペース内の中間的な場所を表します。クライアントは、アクセスポイントより下にマウントされたボ
リュームにのみアクセスします。

ネームスペースには必要に応じてボリュームを追加できます。ジャンクションポイントは、親ボリュームジャ
ンクションのすぐ下に作成することも、ボリューム内のディレクトリに作成することもできます。「vol3」と

いう名前のボリュームのボリュームジャンクションへのパスは、になることがあります /vol1/vol2/vol3`

または `/vol1/dir2/vol3`あるいは `/dir1/dir2/vol3。このパスのことを _junction パスと呼びま
す。 _

SVM には、それぞれ一意のネームスペースがあります。SVM ルートボリュームは、ネームスペース階層への
エントリポイントです。

ノードに障害やフェイルオーバーが発生したときにデータを引き続き利用できるようにするに
は、 SVM ルートボリュームに _load-sharing mirror_copy を作成する必要があります。
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例

次の例は、ジャンクションパスがである「home4」という名前のボリュームをSVM vs1上に作成します

/eng/home：

cluster1::> volume create -vserver vs1 -volume home4 -aggregate aggr1

-size 1g -junction-path /eng/home

[Job 1642] Job succeeded: Successful

一般的な NAS ネームスペースアーキテクチャとは

SVM ネームスペースを作成するときに使用できる一般的な NAS ネームスペースアーキ
テクチャがいくつかあります。ビジネスやワークフローのニーズに合わせて、ネームス
ペースアーキテクチャを選択できます。

ネームスペースの最上位は常にルートボリュームであり、スラッシュ（ / ）で表されます。ルートの下位のネ
ームスペースアーキテクチャは、次の 3 つの基本カテゴリに分類されます。
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• ネームスペースのルートへのジャンクションポイントを 1 つ備えた単一のブランチツリー

• ネームスペースのルートへのジャンクションポイントを複数備えた複数分岐ツリー

• 複数のスタンドアロンボリュームがそれぞれ、ネームスペースのルートへの個別のジャンクションポイン
トを備えています

単一分岐ツリーを使用するネームスペース

単一分岐のツリーを使用するアーキテクチャには、 SVM ネームスペースのルートへの単一の挿入ポイントが
あります。単一の挿入ポイントは、結合されたボリュームまたはルートの下のディレクトリのどちらかになり
ます。それ以外のすべてのボリュームは、単一の挿入ポイントの下のジャンクションポイント（ボリュームま
たはディレクトリ）でマウントされます。

たとえば、上記のネームスペースアーキテクチャを使用する標準的なボリュームジャンクション構成は、すべ

てのボリュームが単一の挿入ポイントの下で結合された以下のような構成になります。これは「 d ATA 」と
いうディレクトリです。
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                     Junction                       Junction

Vserver Volume       Active   Junction Path         Path Source

------- ------------ -------- -------------------   -----------

vs1     corp1        true     /data/dir1/corp1      RW_volume

vs1     corp2        true     /data/dir1/corp2      RW_volume

vs1     data1        true     /data/data1           RW_volume

vs1     eng1         true     /data/data1/eng1      RW_volume

vs1     eng2         true     /data/data1/eng2      RW_volume

vs1     sales        true     /data/data1/sales     RW_volume

vs1     vol1         true     /data/vol1            RW_volume

vs1     vol2         true     /data/vol2            RW_volume

vs1     vol3         true     /data/vol3            RW_volume

vs1     vs1_root     -        /                     -

複数分岐ツリーを使用するネームスペース

複数分岐のツリーを使用するネームスペースには、 SVM ネームスペースのルートへの複数の挿入ポイントが
あります。挿入ポイントは、ルート直下で結合されたボリュームまたはディレクトリのどちらかになります。
それ以外のすべてのボリュームは、挿入ポイントの下のジャンクションポイント（ボリュームまたはディレク
トリ）でマウントされます。

たとえば、上記のネームスペースアーキテクチャを使用する標準的なボリュームジャンクション構成は、
SVM のルートボリュームへの 3 つの挿入ポイントがある以下のような構成になります。2 つの挿入ポイント
は、「 `d ata" 」と「 projects' 」という名前のディレクトリです。挿入ポイントの 1 つは「 audit 」という名
前の結合されたボリュームです。
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                     Junction                       Junction

Vserver Volume       Active   Junction Path         Path Source

------- ------------ -------- -------------------   -----------

vs1     audit        true     /audit                RW_volume

vs1     audit_logs1  true     /audit/logs1          RW_volume

vs1     audit_logs2  true     /audit/logs2          RW_volume

vs1     audit_logs3  true     /audit/logs3          RW_volume

vs1     eng          true     /data/eng             RW_volume

vs1     mktg1        true     /data/mktg1           RW_volume

vs1     mktg2        true     /data/mktg2           RW_volume

vs1     project1     true     /projects/project1    RW_volume

vs1     project2     true     /projects/project2    RW_volume

vs1     vs1_root     -        /                     -

複数のスタンドアロンボリュームを含むネームスペース

スタンドアロンボリュームを使用するアーキテクチャでは、すべてのボリュームに SVM ネームスペースのル
ートへの挿入ポイントがありますが、それらのボリュームは別のボリュームの下でジャンクションされませ
ん。各ボリュームは一意のパスを持ち、ルート直下で結合されているか、ルートより下のディレクトリで結合
されています。

たとえば、上記のネームスペースアーキテクチャを使用する標準的なボリュームジャンクション構成は、
SVM のルートボリュームへの 5 つの挿入ポイントがあり、それぞれが 1 つのボリュームへのパスを表す以下
のような構成になります。
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                     Junction                       Junction

Vserver Volume       Active   Junction Path         Path Source

------- ------------ -------- -------------------   -----------

vs1     eng          true     /eng                  RW_volume

vs1     mktg         true     /vol/mktg             RW_volume

vs1     project1     true     /project1             RW_volume

vs1     project2     true     /project2             RW_volume

vs1     sales        true     /sales                RW_volume

vs1     vs1_root     -        /                     -
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